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プロサッカー選手・南野拓実選手（リバプール FC） 

「Inspire Impossible Storiesアンバサダー」 

就任のお知らせ 
 

株式会社講談社（本社：東京都文京区、代表取締役社長：野間省伸）は、イングランド・プレミア

リーグ「Liverpool Football Club」（以下、「リバプール FC」）所属の南野拓実選手に、「Inspire 

Impossible Stories アンバサダー」（インスパイア・インポッシブル・ストーリーズ アンバ

サダー）に就任していただくことで合意いたしました。 

 

 

今後、南野拓実選手のご協力によるさまざまな活動を通じて、国内外の若者たちがグローバルに活

躍することを応援し、その結果、講談社（KODANSHA）の作品、文化も世界でいっそう浸透するこ

とを目指していきたいと考えております。 

 

◆南野拓実選手が就任した「Inspire Impossible Stories アンバサダー」とは 

1909年の創業以来、講談社は「おもしろくて、ためになる」を合い言葉に物語を紡ぎ出してきま

した。「Inspire Impossible Stories」（以下、ＩＩＳ）は、この言葉のエッセンスを英語で表現

し、講談社の世界での新たなパーパスとして、2021年 4月に発表したものです。  

作家やクリエイター、読者やユーザーに新たな発見や創造性を呼び起こし（＝Inspire）、見たこと

もない、あり得ない物語（＝Impossible Stories）を生み出し続ける企業であろうとする決意を込め

ています。目指すのは、世界中に「おもしろくて、ためになる」物語をあふれさせ、文化の向上に貢

献すること。この思いの実現に向けてご協力を快諾していただいたのが南野拓実選手です。ＩＩＳを世

界に広め、新たな才能の活躍を応援するアンバサダー役をお願いすることとなりました。 
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◆南野拓実選手のコメント 

このたび、「KODANSHA」の「Inspire Impossible Stories」のアンバサダーに就任させてい

ただくことになりました。 

19 歳で海外移籍をし、海外での生活も 8 年目を迎えましたが、困難さと創造性に溢れた環境の中、

日々新たな発見があり、刺激のある毎日を過ごすことが出来ています。 

これから僕の物語の一部を講談社と共に歩んで行けることを楽しみに挑戦を続け、皆さんをいつも

「ワクワク」させ、刺激と驚きを共有できる存在になれるよう頑張っていきます。 

南野拓実 

 

◆「ＩＩＳ」体現者のアンバサダー南野拓実選手とともに、始めること 

2021年 6月より、講談社は南野拓実選手が所属するリバプール FCのオフィシャル・グローバル・

パートナーを務めています。ピッチ上ではポジティブなメッセージで人々に感動を与え続けるリバプ

ール FC は、ピッチ外でも文化を作っていくプラットフォームとして地域住民への教育活動や就業支

援といったサポートを積極的に展開してきた歴史があります。 

講談社はそんなクラブの在り方に共鳴し、リバプール FC と協力して地元リバプールで暮らす幼少

期の子供たちから大学生までの教育支援、クリエイティブなスキル向上のサポートなどの地域貢献活

動「Creative Works」をスタートしております。 

南野拓実選手には、リバプールFCと講談社のリバプールでのCSR活動への協力、日本文化を広め

る活動をお願いしています。また、サッカーマンガとのコラボレーションなどを通して、マンガを知

らないリバプールのそして世界の人々へマンガの魅力を伝道する役割も期待しております。 

子どものころ読んだサッカーマンガに触発されて夢を追いかけ始め、19歳で海を渡り、ビッグクラ

ブでのチャンスをつかんだ南野選手は、まさにＩＩＳの体現者です。南野拓実選手の活動が注目を浴び

るなかでＩＩＳが世界に広まり、講談社の作品にも注目が集まることももちろん期待しております。 

 

下の『GIANT KILLING』のツジトモ先生のコメントにあるように、世界最強クラブのひとつで、

南野拓実選手は常にチャンスをつかむ準備を怠らず、厳しいチャレンジを続けています。まだStory

は完結していません。 

講談社が南野拓実選手とともに歩み、世界にその勝負する姿を発信することで、国内外の若い才能

が憧れ、新しいImpossible Storiesが生まれるきっかけとなってくれることこそが、今回のアンバサ

ダー就任の大きな目的です。 

 

Inspire Impossible Stories アンバサダー 南野拓実スペシャルサイトが公開され

ていますので、ぜひご覧ください。 

（日本語）https://www.kodansha.com/liverpoolfc/ja/ambassador/ 

（英語）https://www.kodansha.com/liverpoolfc/ambassador/ 

 

南野拓実「Inspire Impossible Stories」アンバサダーと講談社のこれからの活動にどうか

ご注目ください。 
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◆講談社の人気サッカーマンガ 先生たちからのコメント 

 

『GIANT KILLING』 ツジトモ先生 

日本人サッカーファンならみんな大好きユルゲン・クロップ。彼が

就任してからのリヴァプールの復活劇はまさにドラマチックで、的確

な補強と情熱的なスタイルでどんどんと強くなっていく様は映画の

ようでした。無敵と思われたシティとの歴史に残るデッドヒート。念

願の CL王者、そしてプレミアリーグ優勝。 

そんな夢物語の渦中にまさか日本人選手が加わることになるなん

て……！ 誰も割って入れないと思われた不動の 3トップに僕らの南

野が勝負を挑むなんて……！ 

その驚きと興奮は今も冷めません。アンフィールドに立つ南野選手

の姿は僕らサッカーファンの体温を上げ、前線で走り回る姿は同じ日

本人として誇らしい気分にさせてくれます。アーノルドからのクロス

を冨安選手に迫られながらも決めたアーセナル戦のゴールは日本サッカー史に残る名シーンになった

と思います。 

そんな南野選手が挑んでいるチャレンジがどれだけすごいことか。どれだけすごいチームで厳しい

競争を経てチャンスを掴んでいるか。僕はもっと日本の人たちにそれをわかってもらいたいです。そ

のためにも僕は頑張ってサッカーマンガを描いて、日本の人たちに少しでもサッカーへの理解を深め

られたらと思ってます。まるで漫画の主人公のような「タキ」選手の活躍から刺激をもらって、僕も面

白いサッカー漫画を描けるように精進します！ 

『GIANT KILLING』作品紹介ページ 

https://kc.kodansha.co.jp/title?code=1000002884 

 

『DAYS』『青のミブロ』の安田剛士先生 

南野選手のプレーを初めて見たのは、セレッソ大阪とマン U が親善

試合をした時です。その試合でスーパーゴールを決めていて、すげー18

歳がいるなと興奮したのを覚えています！ 

そこからザルツブルク経由で、超ビッグクラブのリバプールへの加

入。日本人も、ついにここまで来たかーと思って、めちゃくちゃワクワ

クしました！今度は公式戦でのマン U戦ゴールも期待しています！ 

もちろん、今年は W 杯も！南野選手のプレーで、僕らに新しいワク

ワクをたくさん届けてもらえたら嬉しいです！ 応援してます！ 

『DAYS』作品紹介ページ 

https://kc.kodansha.co.jp/title?code=1000006356 

『青のミブロ』作品紹介ページ 

https://kc.kodansha.co.jp/product?item=0000360810 

 

https://kc.kodansha.co.jp/title?code=1000002884
https://kc.kodansha.co.jp/product?item=0000360810
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『ブルーロック』 金城宗幸先生＆ノ村優介先生 

リバプール FCでご活躍されている南野選手が講談社とアンバサダ

ー契約とのこと、おめでとうございます。 

 南野選手の戦う姿を観て、熱くなり、興奮し、僕たちはいつも作品

を創る熱をもらっています。 

 アンフィールドの舞台に立ち、ピッチを駆け、ゴールを決める南野

選手は、まさに物語の「主人公」を目撃しているかの様です。 

 これからも南野選手の物語を『ブルーロック』キャラクター達と共

に、全力で応援しております。 

『ブルーロック』作品紹介ページ 

https://kc.kodansha.co.jp/title?code=1000033206 

 

 

『ｉコンタクト』の伊賀大晃先生 

南野選手の活躍は漫画そのもののようで、漫画を作っている私たち

にとっては、凄すぎてちょっとやりにくいくらいです。でも見方を

変えれば、現実があれだけのところまできているのだから、漫画は

さらに上を目指し、はったりを効かせてもいいんですよね。という

ことで南野選手、もっと頑張って、漫画のリアリティの限界値を引

き上げてくださいね！ 

 

『ｉコンタクト』の月山可也先生 

ビッグクラブでプレイする南野選手は、プロサッカー選手を志すサ

ッカー少年少女だけでなく、すべての人々に大きな希望と夢を抱か

せる挑戦であると思います。 

僕にとっても、もっと情熱的な物語を描きたいという力になってい

ます。これからも、夢物語を現実にする心躍る活躍を期待しています！ 

『ｉコンタクト』作品紹介ページ 

https://kc.kodansha.co.jp/title?code=1000041396 

 

 

https://kc.kodansha.co.jp/title?code=1000033206
https://kc.kodansha.co.jp/title?code=1000041396

